
▼
制
定
の
趣
旨

議
員

現
行
の
公
文
書
公
開

条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に
情

報
公
開
条
例
を
制
定
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
趣
旨
を

伺
い
た
い
。

助
役

現
行
の
公
文
書
公
開

条
例
は
制
定
後
九
年
が
経
過

し
た
。
情
報
化
の
進
展
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
紙
に
記
録
さ
れ
た

文
書
の
ほ
か
、
電
磁
的
記
録

も
公
開
対
象
と
す
る
な
ど
情

報
公
開
制
度
の
見
直
し
を
行

い
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
わ
か
り
や
す
さ
へ
の
配
慮

議
員

情
報
公
開
条
例
は
、

利
用
す
る
市
民
に
と
っ
て
わ

か
り
や
す
い
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
策
定
に
当

た
っ
て
こ
の
点
を
ど
の
よ
う

に
配
慮
し
た
の
か
。

助
役

新
条
例
案
の
わ
か
り

や
す
さ
に
つ
い
て
は
、
�
表

現
を
全
体
的
に
平
易
か
つ
具

体
的
な
言
葉
に
改
め
た
。
�

現
行
条
例
中
「
…
の
お
そ
れ

が
あ
る
も
の
」
と
い
う
表
現

は
、
行
政
側
の
裁
量
権
の
幅

を
広
く
し
、
公
開
対
象
を
狭

め
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
具
体
的
な
要
件
を
明
記

し
た
文
言
に
改
め
、
表
現
を

明
確
化
し
た
。
�
現
行
で
は

条
例
を
運
用
す
る
た
め
に
要

領
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
の

要
領
の
内
、
重
要
な
も
の
は

条
例
に
移
し
た
。
�
市
民
の

公
開
請
求
に
際
し
て
は
、
文

書
目
録
の
整
備
の
み
で
な
く
、

市
民
が
知
り
た
い
情
報
を
わ

か
り
や
す
く
検
索
支
援
す
る

措
置
を
講
じ
る
、
な
ど
に
つ

い
て
配
慮
し
た
。

▼
新
条
例
の
特
色

議
員

新
条
例
案
で
は
、
行

政
情
報
の
存
否
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
非
公
開
と
す
べ

き
情
報
を
公
開
し
た
こ
と
に

な
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の

情
報
の
存
否
も
答
え
て
は
い

け
な
い
と
い
う
規
定
を
設
け

て
い
る
。
そ
の
判
断
は
非
常

に
難
し
い
場
合
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

助
役

各
担
当
課
の
職
員
が

的
確
な
判
断
が
で
き
る
よ
う

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
図
る
と
と

も
に
、
職
員
の
研
修
を
通
じ

て
周
知
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
行
政
側
が
、
こ
の
条
項

の
趣
旨
を
拡
大
し
て
適
用
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

平
塚
市
情
報
公
開
審
査
会
へ

の
報
告
義
務
の
規
定
を
設
け

て
お
り
、
制
度
の
適
正
な
運

用
を
確
保
す
る
考
え
で
あ
る
。

議
員

新
条
例
案
で
は
、
市

等
が
公
開
請
求
に
対
し
て
規

定
の
期
間
内
に
諾
否
決
定
を

行
わ
な
い
場
合
、請
求
者
は
、

公
開
請
求
に
対
す
る
全
部
非

公
開
の
決
定
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
す
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
趣

旨
を
伺
い
た
い
。

助
役

請
求
者
が
不
服
申
立

て
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す

る
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
本

市
固
有
の
規
定
で
あ
る
。

議
員

新
条
例
案
の
中
で
、

平
塚
市
情
報
公
開
審
査
会
は

市
長
が
委
嘱
す
る
委
員
五
人

以
内
で
組
織
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
人
材
を
任
用
す

る
考
え
な
の
か
。

助
役
・
企
画
部
長

法
律
や

行
政
事
務
に
精
通
し
た
大
学

教
授
や
弁
護
士
、
情
報
公
開

に
精
通
し
た
行
政
経
験
者
に

委
嘱
す
る
考
え
で
あ
る
。

議
員

情
報
公
開
制
度
の
運

用
を
調
査
検
討
す
る
運
営
審

議
機
関
の
設
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由

を
聞
き
た
い
。

助
役
・
企
画
部
長

一
般
的

に
制
度
に
か
か
わ
る
機
関
と

し
て
は
、
不
服
申
立
て
に
係

る
諮
問
の
審
査
を
行
う
審
査

会
と
、
情
報
公
開
制
度
の
在

り
方
や
条
例
の
運
用
全
般
に

わ
た
っ
て
調
査
検
討
を
行
う

審
議
会
と
が
あ
る
。
新
条
例

案
で
は
、
運
用
の
実
態
を
熟

知
し
た
審
査
会
が
、
そ
の
専

門
的
知
見
に
基
づ
き
制
度
の

在
り
方
を
検
討
・
議
論
す
る

こ
と
に
大
き
な
利
点
が
あ
る

と
考
え
、
審
査
会
に
両
面
の

機
能
を
兼
ね
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
。

議
員

審
査
会
委
員
に
つ
い

て
、
守
秘
義
務
違
反
に
対
す

る
罰
則
規
定
を
設
け
て
い
な

い
が
、
そ
の
理
由
を
聞
き
た

い
。

助
役
・
企
画
部
長

委
員
に

は
、
守
秘
義
務
の
基
盤
に
立

ち
、
誇
り
と
情
熱
を
も
っ
て

職
責
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
。

ま
た
、
個
人
情
報
等
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
を
最
優
先
し

て
審
査
す
る
立
場
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
罰
則
規
定
を
設
け

な
い
こ
と
と
し
た
。

議
員

新
条
例
案
の
中
に
、

地
方
自
治
法
第
一
三
八
条
の

四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設

置
さ
れ
る
審
議
会
等
の
会
議

を
公
開
す
る
規
定
を
盛
り
込

ん
だ
趣
旨
を
伺
い
た
い
。

助
役

透
明
か
つ
公
正
な
会

議
の
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
の
市
政
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
市
民
の
知
る
権
利

を
確
保
す
る
趣
旨
で
あ
り
、

総
合
的
な
情
報
公
開
を
推
進

す
る
う
え
で
必
要
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

議
員

市
税
収
入
の
見
通
し

を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

平
成
十
四
年
の

給
与
所
得
者
の
所
得
は
前
年

よ
り
減
少
し
て
お
り
、
個
人

市
民
税
は
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。法
人
市
民
税
で
は
、

十
三
年
度
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

の
増
益
に
よ
り
税
収
の
増
が

あ
っ
た
が
、
十
四
年
度
は
景

気
の
後
退
に
よ
り
、
大
き
く

落
ち
込
む
見
込
み
で
あ
る
。

十
五
年
度
に
お
い
て
も
、
一

部
に
業
績
見
通
し
の
良
い
企

業
も
あ
る
が
、
経
済
状
況
を

考
え
る
と
、
依
然
厳
し
い
税

環
境
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

固
定
資
産
税
で
は
、
十
五
年

度
が
三
年
毎
に
行
わ
れ
る
土

地
の
評
価
替
え
の
年
に
当
た

っ
て
お
り
、
地
価
の
下
落
に

伴
い
税
額
が
下
が
る
土
地
が

増
え
る
こ
と
、
ま
た
、
家
屋

に
つ
い
て
も
経
年
減
価
に
よ

る
評
価
額
の
引
き
下
げ
と
新

築
家
屋
の
減
少
に
よ
り
、
土

地
と
同
様
に
十
四
年
度
を
下

回
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

議
員

十
五
年
度
市
税
収
入

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
下
落
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
部
長

十
四
年
度
に
比

べ
、
全
体
で
一
五
億
円
以
上

の
落
ち
込
み
を
予
想
し
て
い

る
。

議
員

財
政
の
健
全
化
に
向

け
た
努
力
の
成
果
を
具
体
的

に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
部
長

大
き
く
二
つ
の

分
野
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
ず
、
人
件
費

に
つ
い
て
は
、
退
職
者
不
補

充
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
に

努
め
た
結
果
、
平
成
十
年
に

二
五
三
一
人
で
あ
っ
た
も
の

が
、
十
四
年
に
は
二
四
〇
五

人
と
な
り
、
一
二
六
人
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
時
間
外
勤
務
手
当
、
期

末
勤
勉
手
当
等
の
削
減
に
努

め
た
結
果
、
普
通
会
計
に
お

け
る
退
職
手
当
を
除
く
と
、

十
三
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
、

一
・
九
％
、
約
三
億
三
〇
〇

〇
万
円
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
次
に
、
市
債
に
つ

い
て
は
、
発
行
を
抑
制
し
て

き
た
結
果
、
市
債
の
借
入
残

高
は
普
通
会
計
に
お
い
て
、

平
成
八
年
の
ピ
ー
ク
時
に
五

九
二
億
円
あ
っ
た
も
の
が
、

十
三
年
で
は
四
六
三
億
円
と

な
り
、
一
二
九
億
円
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
市
民

一
人
当
た
り
の
市
債
残
高
と

し
て
は
約
一
八
万
円
の
計
算

と
な
り
、
県
下
一
九
市
中
最

も
低
い
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
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今
定
例
市
議
会
の
総
括
質
問
で
は
、
情

報
公
開
条
例
の
制
定
や
湘
南
市
構
想
の
研

究
状
況
を
は
じ
め
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
問

題
や
富
士
見
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
状

況
な
ど
を
め
ぐ
り
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

環
境
の
分
野
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄

や
仮
称
平
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
処

理
能
力
、
福
祉
の
分
野
で
は
子
育
て
環
境

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
や
高
齢
者
介
護
の

課
題
、
教
育
の
分
野
で
は
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
教
育
の
連
携
や
障
害
児
教
育

の
問
題
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
十
三
年
度
各
会
計
の
決
算
状
況
に
つ

い
て
も
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
疑
内
容
を
、
各
常
任
委
員

会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
八
面
に
ご
紹

介
し
ま
す
（
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
は
、

下
段
に
掲
載
し
ま
す
）。

議
員

市
長
は
、
二
期
目
四

年
間
の
施
政
を
、
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

市
長

就
任
以
来
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
財
源
の
確

保
に
努
力
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
尽
く
し
て
き
た
。

ま
た
、
職
員
の
意
識
改
革
や

新
し
い
発
想
・
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
な
が
ら
創
意
工
夫

を
図
り
、「
潮
風
と
花
の
か

お
る
湘
南
ひ
ら
つ
か
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
に
努
め
て
き

た
。
さ
ら
に
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
環

境
や
市
民
活
動
等
の
基
本
的

な
方
向
づ
け
や
公
共
施
設
等

の
社
会
資
本
の
再
整
備
に
も

着
手
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
四
年
間
で
と
く
に
印

象
に
残
る
の
は
「
ふ
る
さ
と

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開

催
で
あ
る
。
中
原
御
殿
や
金

目
地
区
の
自
由
民
権
運
動
を

取
り
上
げ
た
事
業
を
通
し
て

平
塚
の
歴
史
を
広
く
市
民
に

紹
介
し
、
ふ
る
さ
と
平
塚
に

愛
着
を
強
め
、
誇
り
を
も
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
い
る
。

議
員

混
迷
す
る
社
会
経
済

情
勢
の
中
で
、
市
政
の
か
じ

取
り
は
大
き
な
困
難
を
伴
う

任
務
で
あ
る
。
市
長
は
引
き

続
き
こ
の
任
務
を
背
負
っ
て

い
く
決
意
が
あ
る
の
か
。

市
長

激
動
の
時
代
に
あ
っ

て
、
本
市
の
進
む
べ
き
道
筋

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

市
政
の
運
営
に
対
し
て
、
引

き
続
き
強
い
責
任
感
と
情
熱

を
感
じ
て
お
り
、
来
春
の
市

長
選
挙
に
出
馬
す
る
考
え
で

あ
る
。

情
報
公
開
審
査
会

審
議
会
等
の
公
開

健
全
財
政
へ
努
力

本本
会会
議議
でで
総総
括括
質質
問問

をを
行行
っっ
たた
議議
員員

○
プ
ロ
グ
レ
ス
平
塚
議
員
団

陶
山
豊
彦
・
瀬
下
浩
・

端
山
愼
一

○
公
明
党

前
田
晃
・
穂
坂
光
俊
・

奥
山
晴
治

○
日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会

議
員
団

渡
辺
敏
光
・
田
中
幸
雄

○
く
す
の
木

伊
藤
裕
・
杉
山
善
彌

○
新
政
ク
ラ
ブ

小
泉
春
雄
・
眞
敏
昭

○
ひ
ら
つ
か
政
友
ク
ラ
ブ

片
倉
常
夫

○
市
政
ク
ラ
ブ

土
屋
照
久

○
こ
の
ほ
か
政
研
フ
ォ
ー
ラ

ム
、ひ
ら
つ
か
市
民
の
党
、

神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運

動
、
市
民
派
の
会
の
議
員

も
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

推
薦
に
同
意

任
期
満
了
を
迎
え
る
人
権

擁
護
委
員
一
人
の
推
薦
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
新
た
に
推
薦
さ
れ

た
方
は
、
新
倉
透
氏
（
市
内

虹
ヶ
浜
）
で
す
。

議
会
で
は
、
同
氏
を
適
格

者
と
認
め
、
市
長
の
推
薦
に

同
意
し
ま
し
た
。

片
倉
常
夫
議
員
は
、
三
五

年
余
に
わ
た
り
市
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ

り
、
十
月
十
五
日
、
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
市
議
会
で
は
同
議
員

の
功
績
を
た
た
え
、
感
謝
状

の
伝
達
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

議

会日

誌

１１
・
１９
議
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